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PISA の影響に関する点である。両方とも PISA の結果について言及しているが、第一次計画





































































































































































































「PISA 型学力」12と呼ばれる能力の育成が重要視されていることがわかる。2000年の PISA の結
果が出た時には、「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」13の前文をはじめとし、こ
の学力と読書活動には関連性があるという意見が見られたものの、その後、この関連性につい
てはまだ十分に検証がなされていない。
　そのことは、学習指導要領の改訂のポイントや保護者・教師向け解説パンフレットにおいて
読書活動に言及されていないことにもつながっている。
　「幼稚園教育要領、小・中学校学習指導要領等の改訂のポイント」「高等学校学習指導要領の
改訂のポイント」14のいずれにおいても、読書活動の充実についてはひとことも触れられていな
い。また、保護者用パンフレット（平成22年作成）、保護者用パンフレット（平成20年作成）、
12 国立教育開発研究所．生きるための知識と技能３　OECD 生徒の学習到達度調査（PISA）　2006年調査
国際結果報告書．ぎょうせい．2007．他参照
13 文部科学省．子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第一次）
  mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/hourei/cont_001/003.pdf
14 文部科学省．「幼稚園教育要領、小・中学校学習指導要領等の改訂のポイント」「高等学校学習指導要領
の改訂のポイント」
  http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/index.htm
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教師用パンフレット（平成20年作成）15のいずれにおいても、読書活動の推進については一言も
触れられていない。これらのことから、新しい学習指導要領では、それに至る審議で読書活動
を国語科教育をはじめとし多くの教科の学習内容と連携させることがひとつのポイントとして
議論されていたにもかかわらず、読書活動がカリキュラムの柱に据えられることがなかったと
いえるだろう。
５．おわりに
　ここ10年間の読書推進活動は盛んであり、法律や答申にも子どもが読書をすることの重要性
は盛り込まれてきた。しかし、今回見てきたように、もっとも子どもたちの日頃の読書活動に
影響を与えると思われる学習指導要領には柱として読書活動が盛り込まれることはなかった。
そのことは、読書に関する意識の低さよりも、読書を具体的にどう子どもたちの活動に結び付
けていくかという方策が見つからないことにあるのではないかと考えられる。今後の課題とし
て、具体的な方策はあるか、ということに焦点を当てていきたい。
　なお、本研究は科学技術研究費平成21年度（2009年度）基盤研究（C）「読書支援における
図書館の役割に関する基盤的研究〜国語科教育との連携を中心に〜」（代表者：京都ノートル
ダム女子大学　岩崎れい）の基礎研究の一つとして実施した。
15 文部科学省．保護者用パンフレット（平成22年作成）、保護者用パンフレット（平成20年作成）、教師用
パンフレット（平成20年作成） 
  http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/pamphlet/index.htm
